
   日薬業発第 348 号 

令和８年 10 月 23 日 

都道府県薬剤師会 担当役員 殿 

日 本 薬 剤 師 会
副会長 荻野 構一

「次期学習指導要領等に向けた審議まとめ」に関する御意見の募集への

意見提出について

平素より、学校薬剤師活動にご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、文部科学省では、令和 10 年度以降に順次実施予定の次期学習指導要領

等に向けて、基本的な方向性や各教科等の改善の方向性等を示した「次期学習指

導要領等に向けた審議まとめ」につき、現在パブリック・コメントを実施してお

ります（別紙１参照。提出期限：令和８年 11 月５日（木））。これにつき本会で

は、別紙２のとおり、『医薬品の正しい使い方に関する教育の充実』など４項目

について同省に対して意見提出いたしましたので、ご報告申し上げます。 

つきましては、会務ご多忙の折、誠に恐縮ですが、今般のパブリック・コメン

トにつき趣旨等ご確認賜りますと共に、すべての都道府県薬剤師会から意見提

出につきご協力賜りますようお願い申し上げます。 

＜意見募集ページ＞ 

○「次期学習指導要領等に向けた審議まとめ」に関するパブリック・コメント

（意見公募手続）の実施について

https://public-comment.e-

gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=185001511&Mode=0 
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「次期学習指導要領等に向けた審議まとめ」に関するパブリック・コメント 

提出意見 

団体名：公益社団法人 日本薬剤師会 

職業：団体として提出 

意見の分類：㉒_第２部２.（10）体育、保健体育 

1. 医薬品の正しい使い方に関する教育の充実

近年、市販薬の多様化※１や購入環境の変化（インターネットによるなりすまし購

入等）が進む中で、医薬品を正しく使い、自分の健康を自ら維持・管理する能力

（ヘルスリテラシー）の育成は重要となっている。

審議のとりまとめにおいても、「生涯にわたって自身の健康等を継続的かつ適

切に管理する意思決定能力や実践力」の育成が示されている。 

小児を含む幅広い年齢層で医薬品が身近に使用されている現状に鑑み、小学

校の段階から系統的に知識を身に付けていく必要がある。小・中・高を通じて

ヘルスリテラシー教育を充実するためには、小学校の学習指導要領に医薬品の

正しい使い方について追記し、小学校から学習することが極めて重要である。 

2. 市販薬の過剰使用問題への対応

市販薬の過剰使用（オーバードーズ）が低年齢化※２しており、薬機法改正により

濫用のおそれのある医薬品に関する販売規制の強化など※３が行われている

が、オーバードーズの背景にある生きづらさや孤独感への対応を含めた教育

や啓発が何よりも重要である。

審議のとりまとめにおいて「現代的な課題の顕在化を含め健康課題等が絶え

間なく変化し複雑化・多様化している状況や関係法令等を含む社会の要請を踏

まえ」とされており、まさに市販薬の過剰使用は喫緊の社会的な重要課題であ

り、早急な対応が不可欠である。

このため、覚醒剤等の薬物乱用につながるおそれがある市販薬の過剰使用の

危険性や依存性について、小学校から学び理解することが重要である。覚醒剤

等の薬物乱用のみならず、市販薬の過剰使用に関して、小・中・高の学習指導要

領に追記し、小・中・高を通して、系統的に学習する必要がある。
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3. 学校薬剤師の活用 

医薬品に関する教育内容には専門性の高いものもあることから、上述の１．２．

のような教育にあたっては、保健体育科教諭等と学校薬剤師の連携を図る必

要がある。このため、学校薬剤師が薬に関する教育・啓発を行うことができる

よう、各学校における体制整備をお願いしたい。 

 

4. 「生命（いのち）の安全教育」の更なる充実 

昨年２月より、緊急避妊薬が一定の条件の下、薬局等で販売が可能となり、そ

の対応の中で性被害が推測される事例に接することもある。性犯罪・性暴力に

関する様々な課題が指摘される中、子どもたちが自他を大切にし、安全に生き

る力を育む「生命（いのち）の安全教育」の更なる充実を望む。 

 

（９９7 字） 

 

 

（参考） 

※１ 医療用医薬品から市販薬に転用された主な医薬品（令和７年～8 年承認） 

・タダラフィル（販売名：シアリス、勃起不全治療薬） 

・ラメルテオン（販売名：ロゼレム S、催眠鎮静薬） 

・エピナスチン塩酸塩（販売名：ロートアルガードエピナスチン点眼薬/アレジ

オン点眼薬、抗アレルギー点眼薬） 

・レボノルゲストレル（販売名：ノルレボ/レソエル７２、緊急避妊薬） 

・ランソプラゾール（販売名：タケプロン S、胃腸薬（プロトンポンプ阻害剤）） 

・メロキシカム（販売名：メロキシン/イブモービック、非ステロイド性消炎・鎮

痛剤） 

 

※２  市販薬の過剰使用の状況 

 精神科で治療を受けた 10 代の患者の調査において、市販薬を主たる薬

物とする患者の割合は、2016 年 25.0%、2020 年 ５６．４％、2024

年 ７１．５％であり、直近 10 年間で急増している。 

出典：全国の精神科医療施設における薬物関連精神疾患の実態調査（２０

２４年）報告書 （国立精神神経医療研究センター 令和 6 年度厚生労
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働行政推進調査事業費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイ

エンス政策研究事業）） 

 

 2024 年の全国高校生調査において、過去 1 年間に市販薬の乱用経験の

ある高校生の乱用頻度は「１回～数回」という回答が全体の 40%、「週に

数回」「ほとんど毎日」のように反復的な乱用をうかがわせる回答が全体の

１０％であった。 

出典：薬物使用と生活に関する全国高校生調査（2024 年）報告書 （厚生

労働省 依存症に関する調査研究事業 青少年および学校関係者を対

象とする薬物依存に関する全国調査と薬物問題への対応に関する研

究） 

 

※３  R7 年の薬機法改正の概要 

薬局製造販売医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品であって、濫用をした

場合に中枢神経系の興奮若しくは抑制又は幻覚を生ずるおそれがあり、そ

の防止を図る必要がある医薬品として厚生労働大臣が薬事審議会の意見

を聴いて指定する医薬品として「指定濫用防止医薬品」が新設された。指

定濫用防止医薬品の販売時の情報提供の方法、確認事項等が定められ、薬

剤師等は、販売時に、指定濫用防止医薬品を使用しようとする者の医薬品

等の使用状況等を確認し、特に、18 歳未満の者には大容量製品又は複数

個の指定濫用防止医薬品を販売してはならないとされた。 
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